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　保育所保育指針（以下、保育指針）では、児童福祉法の規定にあるよう
に、｢養護及び教育を一体的に行う｣ことを保育所保育の特性としています。
そして保育指針の改定において、その教育が ｢幼児教育」であり、幼稚園
や認定こども園と共通であることが明確にされました。幼児教育は子ども
の資質・能力を育成するものです。さらに、生涯にわたる生きる力の基礎
を培うものでもあります。
　そもそも保育所の保育とは「子どもが現在を最もよく生き、望ましい未
来をつくり出す力の基礎を培う」ものです。保育所における環境を通して、
子どもの力の基礎を育成することは、子どもが環境にある様々な人やもの
と関わり、その主体としての思いや願いを発揮していくことを通して可能
になっていきます。その関わりを通して子どもが経験し、長い目で見た育
ちにつながっていくことは ｢学び｣ と言い換えることができるでしょう。
　保育指針では用語としては「学び」を使っていないのですが、子どもが
環境に関わり育ちへとつながっていく際に経験することを、教育を子ども
の視点から捉えるという意味で ｢学び｣ と呼ぶことができます。｢学び」と
いう用語を子どもの主体性の発揮と伸張に即して教育を捉え直すという意
味で、本書では学校教育に限定せず、積極的に ｢学び」という言い方をし
ています。
　本書では、保育所保育における教育そして学びの意味を保育指針により
ながら、さらに具体的な保育の中の子どもの活動の例を挙げながら解説し
ています。養護と教育、資質・能力、5つの領域、乳児保育の3つの視点、
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）など保育指針の中核と
なる考え方を具体的に理解できるように記述を工夫しました。
　本書を読み、ぜひ子ども主体の保育を実現することに役立てていただき
たいと願っています。

白梅学園大学大学院特任教授
無藤　隆

子ども主体の保育を実現させるために
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　本書では、子どもの「学び」について、保育所保育指針（以下、保育指
針）の内容に沿いながら考えていきます。
　保育所は「養護及び教育を一体的に行うこと」を特性とすると保育指針に
定められています。これは1965年の保育指針作成時から明記され、保育所
の養護的側面と教育的側面がともに必要だということが示されました。
　2017年の保育指針の改定では、保育所は幼稚園や幼保連携型認定こど
も園とともに、日本の大切な幼児教育機関として位置づけられました。
　教育性を大事にするということは、「子どもはあらゆる遊び、活動の中
で多様な学びを行っている」ということを大事にし、その学びをていねい
にサポートする営みとしての教育を考えるということです。
　本書では子どもの育ちのなかの、子どもの主体的な学びに注目して考え
ていきます。例えば、乳児保育における３つの視点は、身体的発達、対人
関係、人間関係の３つのジャンルにおいて、0歳から1歳の子どもの一挙
手一投足を学びだと捉える視点です。この３つの視点は相互に関わりあい
ながら、1歳以上の保育における５領域に繋がっていくものです。
　保育所保育は環境を通した保育です。子どもたちはあらゆる環境を通して
学び、育っていきます。そのなかで保育者は、乳児保育の３つの視点、５領
域、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿、育みたい資質・能力などの視点
によって子どもの発達を捉えていくことが大切です。それぞれの視点でどの
ような学びが子どもたちに生じているのか、その学びを助けるために保育者
はどうすべきかを応答的・受容的に関わりながら考え、丁寧に実践していく
ことが保育であり、保育所における教育なのです。
　本書では、保育所保育指針の記載を手がかりに、具体的な事例を通して
考えていきます。本書が、みなさんの日々の保育をより豊かなものとする
ために役立つことを願っています。

白梅学園大学・白梅学園短期大学名誉学長
汐見稔幸

保育所における子どもの「学び」を考える
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P O I N T

養 護 と 教 育 の
一 体 的 な 展 開 とは

1

　2017年の保育指針の改定では、〈第１章　総則〉に〈２　養護に関す
る基本的事項〉が示されました。総則という保育の原理・原則を示す章に
示されたことで、「養護」は保育における大切な原理・原則のひとつとし
て改めて位置づけられました。

　「養護」とは「生命の保持及び情緒の安定」と定義されています。今回
の改定では、発達過程の最も初期に当たる乳幼児期には「生命の保持及び
情緒の安定」という養護的な働きかけや環境づくりが特に重要であること
と、「養護と教育の一体的展開」という養護と教育の一体性を強く意識す
ることの大切さが改めて強調されています。
　それでは養護とは具体的にどのようなことでしょうか。子どもの育ちは
多様で、子どもの家庭状況もさまざまです。保育所に登園する子どもは、
楽しみながら登園する子もいれば、家庭の状況などにより不安な気持ちで
登園する子もいるでしょう。いろいろな事情がありますが、保育所ではす
べての子どもが安心して過ごせるよう、子どもの気持ちに寄り添い、子ど
もの生活状況や実態に合わせて、気持ちが落ち着いて、安心し、そして前
向きになるような雰囲気づくりとそのための働きかけ、子どもたちの気持
ちを満たすような応答をすること、これが「養護」です。

養護は、保育における最も大 切な原理・原則

養護とは何か
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「養護と教育の一体的な展開」「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿（10 の姿）」と子どもの学び

C h a p t e r  2

　養護は、個別の対応だけではなく「養護的な環境」「養護的な雰囲気」
も意味します。子どもが「ここに来るとほっとして落ち着くなぁ」と感じ
られる環境や雰囲気をつくるものです。保育者自身も人的環境です。指示
や禁止の言葉ではなく、穏やかで心地よい応答や共感を主体とした言葉を
使うこと、子どもの前では相手が安心するようなよい表情ができていると
いうことも大切です。
　子どもが安心して過ごせるようにするには、乳幼児期の保育では、保育
者が常に子どもの安心を保障するための基地になっている、という関係性
がとても大切です。子どもを「保」護（養護）し教「育」することが「保
育」なのです。
　このような環境によって、子どもと保育者との愛着関係や信頼関係が育
まれていき、子どもの自尊感情が生まれます。「子どもは何を必要として
いるのか」というアセスメント的な視点で、かつ、その子の持っている人
間的可能性を信じて、観察することが必要です。そうすることで、子ども
が求めているものを感じ取り、的確かつ共感的に応答することができま
す。このような受容的で応答的な営みこそが、保育の基本であり「養護と
教育の一体的な展開」ということなのです。

保育の中で養護と教育が一 体的に展開されるとは
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L E T ’ S  T R Y !

〈0 歳児の養護と教育の一体的な展開〉

絵本と体験をつなげて
「おいしいね！」

◦子どもの発達と興味関心が関わっていることに気づく
◦子どもが主体的に周囲の環境に関わる様子をよく見る
◦子どもの関心に合わせて言葉をかける

事例　くだものの絵本で楽しく遊ぶ 0 歳児 A ちゃん
　Aちゃんは、手づかみ食べがうまくできるようになってきていて、最近
ではスティック状のトーストやキュウリ、リンゴなどを手に持って食べて
います。また、さかんにつかまり立ちをするようになっているものの、ま
だ移動はハイハイで、素早くあちこちを探索しています。
　ある日、ハイハイで絵本コーナーに移動していったところに、広げたま
まのくだものの絵本がありました。ハイハイの姿勢のまま、その絵本のり
んごのページを見ているようでした。「チュパチュパ」と舌を鳴らし、よ
だれが垂れています。「Aちゃん、おいしそうなりんごだね」と保育者が
声をかけながら、抱っこで一緒に絵本を見ます。絵本からつまみ上げるよ
うにして「はいどうぞ」と顔に近づけると、口を動かしていました。
　保育者はAちゃんが絵本のりんごを見て、食べているつもりで楽しんで
いることに驚きます。Aちゃんなりのイメージに沿うように「おいしいね」
「りんごだね」など言葉をかけながら、絵本を読み進めると、Aちゃんは
「オー」と声を上げながら全身を上下して喜んでいます。ときどき指差し
したり、保育者の顔を見たりしながら満足した様子でした。
　このように、保育の環境によって表れる子どもの育ちの姿があります。
見過ごしてしまっている発達の姿がないか、保育を見直すことが大切です。

ここがポイント！
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「養護と教育の一体的な展開」「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿（10 の姿）」と子どもの学び

C h a p t e r  2

学びにつながる保育のポイント

　9か月を過ぎる頃から、自分の生活体験に基
づく見通しやイメージをもつようになってき
ます。毎日の生活の中でくり返し読み聞かせ
をしてもらう絵本や歌・手遊び、生活の再現
遊び（ままごとなど）がとても重要です。子
どもたちの中にどのような見通しやイメージ
が育ってきているのか、どんなことが楽しく、
意欲を引き出すものとなっているのかなど遊
びや生活の中での丁寧な観察が欠かせません。

生活の中での遊びを通して、
見通しやイメージが育つ

　発達にふさわしい学びのための環境を子ど
もの視線に合わせて、用意するようにします。
自分が働きかけると変化するものやイメージ
をかき立てるような絵本やままごとなど、子
どもの成長に合わせて変えていくようにしま
す。

発達にふさわしい
教材の用意が大切

子 ど も が 楽 し み な が ら イメー ジ を
広 げ ら れ る ような 言 葉 か け

　絵本の読み聞かせやままごと遊びを一緒に楽しむような場面でも子ども
のイメージを言葉にし、イメージを補うことやはっきりとさせることが重
要です。一緒に楽しさを共有しながらも、保育者の言葉や行動で子どもの
理解が進んでいくことを意識しながら、わかりやすくはっきりとした言葉
で話しかけます。このことは、言葉の獲得という点でもとても重要なポイ
ントになります。子どもがイメージを広げられるような、はっきりした言
葉選びを心がけましょう。

援助のポイント
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L E T ’ S  T R Y !

事例　「ねんね 、はずしょうね」1 歳児 B ちゃん
　Bちゃんは人形を相手に、お母さんや保育者のようにふるまいながら
ごっこ遊びを楽しんでいます。人形を寝かしつける場面がとても好きなよ
うで、起こしてはまた人形を布団に寝かせて背中をさすっていました。
　Bちゃんは人形を起こすと、「着せて」と言うように保育者のところに
人形と上着を持って来ました。「さっきも着せてあげたのに、どうしてす
ぐに脱がせてしまうのだろう」と保育者は不思議に思い、寝かしつけるB
ちゃんの様子を見ることにしました。
　保育者は、Bちゃんが「ねんね、はずしょうね」（ねんねのときは外そう
ね）と言いながら、寝かせた人形の上着を脱がせている姿を見て、午睡のと
きに安全な睡眠環境を整えるために、子どものスタイ（よだれかけ）など首
回りのものを外していることを思い出しました。Bちゃんは、保育者が自分
にしていることを再現しているのだと思うと、ほほえましくなりました。
　子どもたちの生命を守り、子ども一人ひとりが快適に安全に過ごせるよ
うに、保育者はさまざまなことを行っています。この事例では、その意味
は理解していないかもしれませんが、いつも保育者が自分にしてくれる関
わりを、子どもが人形との遊びの中で再現しています。保育者の姿をよく
見ているのだと感心させられます。

〈1 歳児の養護と教育の一体的な展開〉

ごっこ遊びで身近な大人の
ようにふるまう B ちゃん

◦子どもの遊びに表れる興味関心を捉える
◦ごっこ遊びをする子どもの姿を見守りながら発達を知る
◦子どもと保育者との関わりを意識して捉え直す

ここがポイント！
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「養護と教育の一体的な展開」「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿（10 の姿）」と子どもの学び

C h a p t e r  2

学びにつながる保育のポイント

　毎日の生活の中でくり返されるルーティン
ワークの意味を子どもなりに理解し、自分で
やろうとする気持ちも芽生えてきます。興味
をもってじっと観察したり、意味を伝えられ
ることで理解が進み、子どもなりの見通しを
もって再現したり行動したりしようとします。
再現することによって学習しているのです。
遊びの中でも生活の中でも見られる姿です。

生活で繰り返されることを
やってみようとする

　生活の再現を試行錯誤しながら十分に楽し
める環境設定をします。この時期に自分が
やってもらっていることを人形に再現するこ
となどがさかんになります。ままごと遊びに
は扱いやすい人形やぬいぐるみなど子どもた
ちが親しみをもって遊べるものを、取り合い
などのトラブルがなるべく起こらないように
するためにも、複数用意しましょう。

子どもが再現しやすい
環境を整える

見 守 り 、 イメー ジ を 補 うような
言 葉 を か ける

　子どもがイメージをもって遊んでいるときには、まずは見守りましょ
う。きっとこう考えて遊んでいるのかも、と観察しているとわかってくる
ので、子どものイメージを補い、明確にできるようなわかりやすい言葉を
かけます。保育者が自分の思いをわかってくれたことを子どもはとても喜
ぶので、生活の安定にもつながるのです。

援助のポイント


